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(57)【要約】
【課題】　ビルトイン型の引き出し式食器洗浄機におい
て、扉を食器洗浄機の載置面よりさらに下方へ伸びる形
状とした場合であっても、扉材の反りを矯正することが
可能な技術を提供する。
【解決手段】　本発明は、洗浄槽の前方に扉材を有する
ビルトイン型の引き出し式食器洗浄機として具現化され
る。その食器洗浄機では、扉材の下端は、洗浄機本体の
載置面よりさらに下方まで伸びている。その食器洗浄機
では、扉材の下部に、背面側に突出する突出部が形成さ
れている。その食器洗浄機では、突出部に対して上向き
の荷重を印加可能であり、その食器洗浄機では、上向き
の荷重の大きさが調整可能である。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄槽の前方に扉材を有するビルトイン型の引き出し式食器洗浄機であって、
　扉材の下端は、洗浄機本体の載置面よりさらに下方まで伸びており、
　扉材の下部に、背面側に突出する突出部が形成されており、
　突出部に対して上向きの荷重を印加可能であり、
　上向きの荷重の大きさが調整可能であることを特徴とする食器洗浄機。
【請求項２】
　前記突出部が洗浄槽の底部から下方に間隔を隔てた高さに形成されており、
　前記突出部が貫通穴を有しており、
　前記洗浄槽の底部にねじ穴が形成されており、
　前記突出部と洗浄槽の底部が、前記突出部の下方から貫通穴を貫通して洗浄槽の底部の
ねじ穴に締結される調整ねじによって結合されており、
　調整ねじのねじ込み量を調整して、前記突出部と洗浄槽の底部の間の間隔を変化させる
ことで、突出部に対する上向きの荷重の大きさを調整することを特徴とする請求項１の食
器洗浄機。
【請求項３】
　前記扉材が、前面に化粧板を有する化粧パネルであることを特徴とする請求項１の食器
洗浄機。
【請求項４】
　前記化粧パネルが、洗浄槽の前面に複数個所で結合されるパネル本体と、パネル本体に
結合される延長パネルと、パネル本体と延長パネルの前面を覆う化粧板と、パネル本体お
よび延長パネルの外縁に設けられており、化粧板を係止する外枠を有しており、
　延長パネルの剛性がパネル本体の剛性よりも高いことを特徴とする請求項３の食器洗浄
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食器洗浄機に関する。特に、システムキッチンにおいてキッチンカウンタ下
にビルトインされる引き出し式食器洗浄機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビルトイン型の食器洗浄機は、図７に示すように、多くはシステムキッチンを構成する
キッチンカウンタＫの下にビルトインされる。キッチンカウンタＫの下には引き出し式の
収納部Ｌ１、Ｌ２や開き戸式の収納部Ｍなどが設けられており、オーブンレンジＮや食器
洗浄機１０１がビルトインされるのが一般的な設置形態である。このようなシステムキッ
チンでは、キッチンカウンタＫの下に配置される収納部Ｌ１、Ｌ２、Ｍなどの表面材は、
その素材や色調、図柄が統一され、表面位置が同一平面上になるようにした美麗な外観に
仕上げられている。これに合わせて、オーブンレンジＮや食器洗浄機１０１の表面も同一
の色調、図柄に形成され、その表面が収納部Ｌ１、Ｌ２、Ｍなどと同一位置になるように
して統一感が得られるようにしている。
【０００３】
　食器洗浄機１０１の表面について言えば、洗浄槽１０３の前方に取り付けられる扉１０
２の操作パネル１０５の下の表面に、周囲の収納部Ｌ１、Ｌ２、Ｍの面材と同一の面材を
用いるものが知られている。また、周囲の収納部Ｌ、Ｍと同一の面材を用いる代わりに、
類似した素材感、色調、図柄の化粧板を表面に有する化粧パネルを用いるものも知られて
いる。本明細書では、上記のように食器洗浄機１０１の扉１０２に用いられる面材及び化
粧パネルを総称して扉材１０６という。
【０００４】
　システムキッチンの部材寸法には統一された規格がなく、製造業者毎に異なるものとな
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っている。そのため、食器洗浄機１０１の扉１０２の形状に合わせて形成される食器洗浄
機１０１の直下の収納部Ｌ１の高さ寸法と、食器洗浄機１０１に隣接して配置される収納
部Ｌ２の高さ寸法が異なるものとなると、図７（ｂ）に示すように、システムキッチンの
横のラインが不連続となり、美観が損なわれてしまう。特許文献１の技術を用いれば、こ
のような場合に、扉１０２の形状を、食器洗浄機１０１の載置面よりさらに下方へ伸びる
形状とすることで、食器洗浄機１０１の直下の収納部Ｌ１の高さ寸法を、隣接する収納部
Ｌ２の高さ寸法に揃えることができる。システムキッチンの横のラインを連続させて、全
体としての美観を高めることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２４５２３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の技術では、扉材１０６の反りが問題となる場合がある。扉１０２が洗浄槽
１０３とほぼ同程度の大きさであれば、扉材１０６の背面側を洗浄槽１０３に全体的に固
定することによって、剛性の高い洗浄槽１０３を利用して扉材１０６の反りを矯正するこ
とができる。しかしながら、扉１０２を食器洗浄機１０１の載置面よりさらに下方へ伸び
る形状とすると、扉材１０６の下部は背面側に洗浄槽１０３が存在しておらず、洗浄槽１
０３に固定して反りを矯正することができない。その結果、洗浄槽１０３を収納したとき
に、扉材１０６の下端が前方に浮きあがってしまい、システムキッチンの美観を損なうこ
とになってしまう。
【０００７】
　上記した扉材１０６における反りの発生は、扉材１０６として化粧パネルを用いる場合
に、特に顕著となる。化粧パネルの表面に用いる化粧板は、通常、薄い木製の板材であり
、表面側のみに塗装と表面仕上げがなされており、背面側には塗装や表面仕上げがなされ
ていない。従って、周囲の気温や湿度の変化に応じて、化粧板はその表面側が凹むような
態様で反りを生じやすい。この化粧板の反りに起因して、化粧パネル全体が反りを生じて
しまう。
【０００８】
　扉１０２を食器洗浄機１０１の載置面よりさらに下方へ伸びる形状とした場合であって
も、扉材１０６の反りを矯正することが可能な技術が期待されている。
【０００９】
　本発明は上記課題を解決する。本発明では、ビルトイン型の引き出し式食器洗浄機にお
いて、扉を食器洗浄機の載置面よりさらに下方へ伸びる形状とした場合であっても、扉材
の反りを矯正することが可能な技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、洗浄槽の前方に扉材を有するビルトイン型の引き出し式食器洗浄機として具
現化される。その食器洗浄機では、扉材の下端は、洗浄機本体の載置面よりさらに下方ま
で伸びている。その食器洗浄機では、扉材の下部に、背面側に突出する突出部が形成され
ている。その食器洗浄機では、突出部に対して上向きの荷重を印加可能であり、その食器
洗浄機では、上向きの荷重の大きさが調整可能である。
【００１１】
　上記の食器洗浄機では、扉材の下部において背面側に突出する突出部に上向きの荷重を
印加することによって、扉材の下部に下端が後方に向けて撓むように曲げモーメントを作
用させ、扉材の反りを矯正することができる。上記の食器洗浄機では、上向きの荷重の大
きさを調整することで、扉材の下部に作用する曲げモーメントの大きさを調整することが
でき、扉材に生じた反りの大きさに合わせて、適切に扉材の反りを矯正することができる
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。
【００１２】
　上記の食器洗浄機は、前記突出部が洗浄槽の底部から下方に間隔を隔てた高さに形成さ
れており、前記突出部が貫通穴を有しており、前記洗浄槽の底部にねじ穴が形成されてお
り、前記突出部と洗浄槽の底部が、前記突出部の下方から貫通穴を貫通して洗浄槽の底部
のねじ穴に締結される調整ねじによって結合されており、調整ねじのねじ込み量を調整し
て、前記突出部と洗浄槽の底部の間の間隔を変化させることで、突出部に対する上向きの
荷重の大きさを調整することが好ましい。
【００１３】
　上記の食器洗浄機では、調整ねじのねじ込み量を調整することによって、突出部を介し
て扉材の下部に作用する曲げモーメントの大きさを変化させ、扉材の反りを矯正すること
ができる。この構成とすると、調整ねじのねじ込み量を調整する作業は、扉材を洗浄槽か
ら取り外すことなく、洗浄槽を洗浄機本体から引き出した状態で、容易に行うことができ
る。周囲のシステムキッチン構成物との現物合わせをしながら、扉材の反りを矯正するこ
とができる。
【００１４】
　上記の食器洗浄機において、前記扉材が、前面に化粧板を有する化粧パネルである場合
に、本発明は特に有効である。
【００１５】
　上記の食器洗浄機では、化粧板の反りに起因して化粧パネルに反りが生じる場合であっ
ても、化粧パネルの下部の反りを適切に矯正することができる。
【００１６】
　上記の食器洗浄機では、前記化粧パネルが、洗浄槽の前面に複数個所で結合されるパネ
ル本体と、パネル本体に結合される延長パネルと、パネル本体と延長パネルの前面を覆う
化粧板と、パネル本体および延長パネルの外縁に設けられており、化粧板を係止する外枠
を備えており、延長パネルの剛性がパネル本体の剛性よりも高いことが好ましい。
【００１７】
　上記の食器洗浄機では、化粧パネルに反りが生じる場合、パネル本体は剛性の高い洗浄
槽によって平板形状に保たれ、延長パネルはそれ自身の剛性が高いので平板形状に保たれ
、パネル本体と延長パネルの連結部でのみ屈曲する態様で化粧パネルが変形する。このよ
うな場合、突出部が延長パネルの上部に配置されていても、突出部に作用する上向きの荷
重の大きさを調整してパネル本体と延長パネルの連結部の屈曲を矯正することで、化粧パ
ネルの上端から下端までをまっすぐに矯正することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、ビルトイン型の引き出し式食器洗浄機において、扉を食器洗浄機の載
置面よりさらに下方へ伸びる形状とした場合であっても、扉材の反りを矯正することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】食器洗浄機１がキッチンカウンタＫの下にビルトインされたシステムキッチンの
外観図である。（ａ）は食器洗浄機１の洗浄槽３を引き出した状態を示しており、（ｂ）
は食器洗浄機１の洗浄槽３を押し込んだ状態を示している。
【図２】食器洗浄機１の構成を模式的に示す側面図である。
【図３】食器洗浄機１の化粧パネル６の背面側の外観を示す図である。
【図４】食器洗浄機１の底カバー８の外観を模式的に示す図である。
【図５】図４のＶの範囲の拡大図である。
【図６】食器洗浄機１の延長パネル１１と底カバー８の結合部を模式的に示す図である。
【図７】従来技術の食器洗浄機１０１がキッチンカウンタＫの下にビルトインされたシス
テムキッチンの外観図である。（ａ）は食器洗浄機１０１の洗浄槽１０３を引き出した状
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態を示しており、（ｂ）は食器洗浄機１０１の洗浄槽１０３を押し込んだ状態を示してい
る。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に説明する実施例の主要な特徴を以下に記述する。
（特徴１）　洗浄槽の底部に底カバーが固定されており、調整ねじが締結されるねじ穴が
底カバーに形成されている。
【実施例１】
【００２１】
　以下、本発明に係る実施例について、図面を参照しながら説明する。図１に示すように
、本実施形態の食器洗浄機１は、キッチンカウンタＫの下にビルトインされ、システムキ
ッチンの一部を構成している。食器洗浄機１の扉２の表面には操作パネル５が設けられて
おり、その下方には化粧パネル６が取り付けられている。化粧パネル６の表面の化粧板６
ａは、キッチンカウンタＫの下に配置された収納部Ｌ１、Ｌ２、Ｍなどのシステムキッチ
ン構成物の表面材と同様の色調、図柄で塗装され、表面仕上げがされている。従って、食
器洗浄機１をビルトインしてシステムキッチンを構成したときに、周囲のシステムキッチ
ン構成物との統一感が得られ、美麗な外観のシステムキッチンに構成することができる。
【００２２】
　図２に示すように、食器洗浄機１は、前方に開口する箱状に形成された洗浄機本体４内
に、上方に開口する洗浄槽３を収容している。洗浄機本体４は、下方に収納部Ｌ１が形成
された載置台Ｊ上に載置されている。洗浄槽３の底部の両側端近傍には一対の第１スライ
ドレール７が取り付けられており、その第１スライドレール７を洗浄機本体４の内側面に
取り付けられた一対の第２スライドレール（図示せず）上でスライドさせることにより、
洗浄槽３を前後に進退移動させることができる。洗浄槽３を洗浄機本体４の前方開口部か
ら前方に引き出すことで、洗浄槽３の上方の開口から食器類を出し入れすることができる
。
【００２３】
　洗浄槽３の内部に食器類を収容して、洗浄槽３を洗浄機本体４に押し入れると、洗浄槽
３の上方開口部は内蓋によって密閉される。この状態で、洗浄槽３に設けられたポンプを
駆動して、洗浄槽３の内部の洗浄ノズルから洗剤を混入させた洗浄水またはすすぎ水を食
器類に噴射することで、食器類を洗浄する。なお、洗浄槽３の下方には、洗浄槽３の底部
に設けられたポンプやハーネス等の電装部品を保護する底カバー８が設けられている。底
カバー８は、第１スライドレール７とともに、取付部材によって洗浄槽３の底部に固定さ
れている。
【００２４】
　洗浄槽３の前方には操作パネル５と化粧パネル６が取り付けられる。操作パネル５には
、洗浄槽３を洗浄機本体４内に収納した状態を保持するロック機構を解除するロック解除
ボタンや、食器乾燥時の乾燥空気の排気口、食器洗浄機１の運転を操作する操作入力ボタ
ンなどが設けられている。この操作パネル５の下端に上端を接するようにして化粧パネル
６が取り付けられる。
【００２５】
　扉２を構成する操作パネル５及び化粧パネル６は、洗浄機本体４の前面を完全に覆うこ
とができる幅で形成されている。また、化粧パネル６は、洗浄機本体４の下端よりもさら
に下方まで伸びる形状に形成されている。言い換えると、化粧パネル６は、食器洗浄機１
の載置面よりもさらに下方まで伸びる形状に形成されている。ビルトインされた食器洗浄
機１の扉２を閉じる、即ち洗浄槽３を洗浄機本体４に収納すると、扉２は洗浄機本体４を
覆い隠す。図１の（ｂ）に示すように、この状態では、食器洗浄機１の周囲のシステムキ
ッチン構成物Ｌ１、Ｌ２等の縦のラインおよび横のラインに合わせて扉２が配置され、シ
ステムキッチンの統一感のある美観の一部を構成している。
【００２６】
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　図３に示すように、化粧パネル６は、パネル本体１０と、延長パネル１１と、横枠１２
と、下枠１３を備えている。
【００２７】
　パネル本体１０は、背面に複数の縦フレームと横フレームが形成された平板状の樹脂製
部材である。パネル本体１０の上端面には、操作パネル５の下端面に形成された複数の係
合溝に係合する複数の係合爪１４が形成されている。また、パネル本体１０の背面の両側
端には、洗浄槽３の前面に上下方向に所定の間隔で形成された複数の係合溝に係合する複
数の係合爪１５が形成されている。パネル本体１０の下端面には、延長パネル１１をねじ
止めするための複数のねじ穴１６が形成されている。パネル本体１０の両側面には、横枠
１２をねじ止めするための複数のねじ穴１７が形成されている。また、パネル本体１０に
は、底カバー８をねじ止めするための複数のねじ穴２７が形成されている。
【００２８】
　延長パネル１１は、板金の上下左右の端部を立ち上げて、一面が開口する箱状に形成し
た金属製部材である。延長パネル１１の上端面は、パネル本体１０の下端面に当接した状
態で、延長パネル１１側から複数のねじを対応する複数のねじ穴１６にねじ込むことによ
って、パネル本体１０にねじ止めされている。また、延長パネル１１の上端面には、化粧
パネル６を洗浄槽３に取り付けたときに、洗浄槽３の前面よりもさらに後方に向けて伸び
る後方フランジ１９が形成されている。後方フランジ１９には、一対の調整ねじ貫通孔２
０が形成されている。
【００２９】
　パネル本体１０は洗浄槽３に対して複数の係合爪１５によって固定されるので、パネル
本体１０に剛性の低い材料を用いた場合でも、洗浄槽３の剛性によってパネル本体１０の
形状が保持され、パネル本体１０はあまり変形することがない。しかしながら、延長パネ
ル１１は、洗浄槽３のような剛性の高い部材によって全体が保持されるわけではないので
、剛性の低い材料を用いると局所的な変形を生じやすくなってしまう。そこで、本実施例
では、パネル本体１０は樹脂製とし、延長パネル１１は板金製としている。
【００３０】
　横枠１２は、断面Ｌ字形状のチャネル部材であり、側片がパネル本体１０の側面および
延長パネル１１の側面に当接しており、前片がパネル本体１０および延長パネル１１の前
方でパネル本体１０および延長パネル１１の側端から中央に向けて伸びている。横枠１２
の側片は、横枠１２側から複数のねじを対応する複数のねじ穴１７にねじ込むことによっ
て、パネル本体１０にねじ止めされている。この状態で、パネル本体１０および延長パネ
ル１１の前面と、横枠１２の前片との間には所定の間隔が設けられており、横枠１２の前
片とパネル本体１０および延長パネル１１の前面との間に化粧板６ａの両側端を挟み込む
ことができる（図１、図６参照）。
【００３１】
　下枠１３は、断面Ｌ字形状のチャネル部材であり、下片が延長パネル１１の下端面に当
接しており、前片が延長パネル１１の前方で延長パネルの下端から上方に向けて伸びてい
る。下枠１３の下片は、複数のねじ２１を用いて、延長パネル１１の下端面に固定されて
いる。この状態で、延長パネル１１の前面と下枠１３の前片との間には所定の間隔が設け
られており、下枠１３の前片と延長パネル１１の前面との間に化粧板６ａの下端を挟み込
むことができる（図１、図６参照）。なお、下枠１３の両側端には側片が形成されており
、この側片は横枠１２の側片に外側から当接している。
【００３２】
　化粧パネル６を組み立てる際には、まずパネル本体１０に延長パネル１１を組み付け、
その後にパネル本体１０に横枠１２を組み付け、その後に下枠１３を延長パネル１１に組
み付ける。この状態で、化粧板６ａをパネル本体１０の上方からパネル本体１０および延
長パネル１１の前面に沿って下方に差し込んでいくと、化粧板６ａの両側端が横枠１２の
前片によって係止され、化粧板６ａの下端が下枠１３の前片によって係止されて、化粧板
６ａが化粧パネル６に保持される。
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【００３３】
　化粧板６ａは、通常は、薄い木製の板材であり、表面側のみに塗装と表面仕上げがなさ
れており、背面側には塗装や表面仕上げがなされていない。従って、周囲の気温や湿度の
変化に応じて、表面側が凹むような態様で反りを生じやすい。この化粧板６ａの反りに起
因して、化粧パネル６の下端が前方に向けて浮き上がるような反りを生じてしまうことが
ある。本実施例の食器洗浄機１では、このような化粧パネル６の反りを解消するために、
後述する調整機構を介して、延長パネル１１を底カバー８に連結する。
【００３４】
　図４に示すように、底カバー８は、中央に形成された保護部２２と、保護部２２の両側
端に左右一対に形成された側部フランジ２３と、保護部２２の前端に形成された前部フラ
ンジ２４を備えている。前部フランジ２４には、底カバー８を洗浄槽３の前面下部に形成
された複数のねじ穴に対して前方からねじ止めするための複数の座グリ孔２５と、底カバ
ー８をパネル本体１０にねじ止めするための複数の貫通孔２６が設けられている。貫通孔
２６は、パネル本体１０のねじ穴２７に対応する位置に設けられている。側部フランジ２
３は、洗浄槽３の底面に取り付けられる左右一対の第１スライドレール７とともに、取付
部材によって洗浄槽３の底部に挟み込まれるように保持される。前部フランジ２４のパネ
ル本体１０へのねじ止めと、側部フランジ２３の取付部材による洗浄槽３の底部への保持
により、底カバー８は洗浄槽３の直下で洗浄槽３に対して固定されている。
【００３５】
　図５によく示すように、底カバー８の側部フランジ２３には、左右一対の調整ねじ締結
孔２８が形成されている。調整ねじ締結孔２８は、側部フランジ２３の前端近傍に左右一
対の孔を形成し、その孔をバーリング加工して、孔の周囲に形成された立上り部にねじ穴
加工を施すことで形成されている。
【００３６】
　図６は延長パネル１１と底カバー８を連結する調整機構の詳細を示している。調整ねじ
２９を、延長パネル１１の後方フランジ１９に形成された調整ねじ貫通孔２０に下方から
挿入し、底カバー８の側部フランジ２３に形成された調整ねじ締結孔２８にねじ止めする
ことで、延長パネル１１は底カバー８に連結している。本実施例の食器洗浄機１では、調
整ねじ２９の締め込み量を調整することによって、化粧パネル６の下部に生じた反りを矯
正することができる。
【００３７】
　化粧パネル６の下部に反りが生じている場合には、調整ねじ２９の締め込み量を増やし
ていく。これにより、延長パネル１１の後方フランジ１９と底カバー８の側部フランジ２
３との間の間隔Ｈが狭められていく。これにより、底カバー８から（すなわち、洗浄槽３
から）延長パネル１１の後方フランジ１９に対して、上向きの引張荷重が作用する。この
引張荷重によって、延長パネル１１に対して、下端を後方に撓ませる方向の曲げモーメン
トが作用する。これによって、化粧パネル６の下部に生じた反りを矯正することができる
。
【００３８】
　逆に、調整ねじ２９の締め込み量を減らしていくと、延長パネル１１の後方フランジ１
９と底カバー８の側部フランジ２３との間の間隔Ｈが広げられ、底カバー８から（すなわ
ち、洗浄槽３から）延長パネル１１の後方フランジ１９に対して作用している上向きの引
張荷重が緩和される。これにより、延長パネル１１に対して作用している、下端を後方に
撓ませる方向の曲げモーメントが緩和される。
【００３９】
　以上のように、本実施例の食器洗浄機１では、化粧パネル６の下部に反りが生じている
場合には、調整ねじ２９の締め込み量を増やすことで、延長パネル１１の下端を後方に向
けて撓ませる方向の曲げモーメントを延長パネル１１に作用させて、化粧パネル６の下部
に生じた反りを矯正することができる。この調整ねじ２９の締め込み量の調整は、図１の
（ａ）のように、洗浄槽３を洗浄機本体４から引き出した状態で、化粧パネル６や操作パ
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ネル５を洗浄槽３から取り外すことなく、洗浄槽３の側方からの簡単な作業により行うこ
とができる。図１の（ｂ）のように、洗浄槽３を洗浄機本体４に押し込んで、周囲のシス
テムキッチン構成物Ｌ１、Ｌ２等との現物合わせをしながら、化粧パネル６の反りの矯正
を適切に行うことができる。
【００４０】
　化粧パネル６の下端を後方に向けて撓ませるためには、例えば延長パネル１１の背面側
に後向きの引張荷重を作用させる構成も考えられる。この構成を採用する場合、延長パネ
ル１１の背面側に、後向きの引張荷重を作用させるための機構を配置しなければならず、
前後方向にある程度の広さを有する空間が必要となる。しかしながら、図６によく示すよ
うに、食器洗浄機１の扉２を閉じた状態では、延長パネル１１の後方には載置台Ｊが間近
に接近しており、延長パネル１１の背面側にはそれほど大きな空間を確保することができ
ない。これに対して、本実施例の食器洗浄機１では、延長パネル１１に後方フランジ１９
を設けて、その後方フランジ１９に底カバー８から（すなわち洗浄槽３から）上向きの引
張荷重を作用させる構成としている。このような構成を採用することにより、延長パネル
１１の背面側にそれほど大きな空間が確保できなくても、化粧パネル６の下端を後方に向
けて撓ませるための機構を設けることができる。
【００４１】
　なお上記の実施例では、調整ねじ２９の締め込み量を調整することで、延長パネル１１
の後方フランジ１９と底カバー８の側部フランジ２３の間の間隔Ｈを変化させ、化粧パネ
ル６の下部の反りを矯正する構成について説明したが、側部フランジ２３から後方フラン
ジ１９に対して上向きの引張荷重を作用させることができ、かつその引張荷重の大きさが
調整可能なものであれば、他のどのような機構を採用しても同様の効果を得ることができ
る。
【００４２】
　なお上記の実施例では、パネル本体１０が樹脂製であり、延長パネル１１が板金製であ
る場合について説明した。これとは異なり、例えば、パネル本体１０と延長パネル１１が
樹脂で一体成形されている場合であっても、延長パネル１１に後方フランジ１９を形成し
て底カバー８の側部フランジ２３に調整ねじ２９を介して締結し、調整ねじ２９の締め込
み量を調整することで、化粧パネル６の下部に生じた反りを矯正することができる。しか
しながら、延長パネル１１が樹脂のように剛性の低い材料で構成されている場合、化粧パ
ネル６に反りが生じると、延長パネル１１そのものが下へ行くほど大きく前方へ反り返る
ように変形してしまう。後方フランジ１９を介して延長パネル１１に曲げモーメントを作
用させたとしても、後方フランジ１９より下方の部分については依然として反りが残って
しまう。しかしながら、本実施例のように、パネル本体１０を樹脂製とし、延長パネル１
１を板金製とした場合、化粧パネル６に反りが生じた場合でも、パネル本体１０と延長パ
ネル１１はそれぞれ平板形状に保たれ、パネル本体１０と延長パネル１１の連結部で屈曲
するように変形する。これは、パネル本体１０は剛性の高い洗浄槽３によって平板形状に
保たれ、延長パネル１１はそれ自身の剛性が高いため平板形状に保たれるからである。こ
の場合、調整ねじ２９の締め込み量を調整してパネル本体１０と延長パネル１１の連結部
の屈曲を矯正すれば、化粧パネル６の上端から下端までをまっすぐに矯正することができ
る。後方フランジ１９を延長パネル１１の上部に形成していても、化粧パネル６の上端か
ら下端までをまっすぐに矯正することができる。
【００４３】
　なお上記の実施例では、化粧板６ａを用いることに起因する反りの発生が問題となる化
粧パネル６を扉材として用いる場合について説明したが、異なる構造の扉材を用いる場合
であっても、本実施例の技術を応用することによって、食器洗浄機１の扉材で生じた反り
を矯正することができる。
【００４４】
　以上、本発明の実施例について詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求の
範囲を限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例
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独であるいは各種の組合せによって技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記
載の組合せに限定されるものではない。また、本明細書または図面に例示した技術は複数
目的を同時に達成し得るものであり、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的
有用性を持つものである。
【符号の説明】
【００４５】
１     食器洗浄機
２     扉
３     洗浄槽
４     洗浄機本体
５     操作パネル
６     化粧パネル
６ａ   化粧板
７     第１スライドレール
８     底カバー
１０   パネル本体
１１   延長パネル
１２   横枠
１３   下枠
１４   係合爪
１５   係合爪
１６   ねじ穴
１７   ねじ穴
１９   後方フランジ
２０   調整ねじ貫通孔
２１   ねじ
２２   保護部
２３   側部フランジ
２４   前部フランジ
２５   座グリ孔
２６   貫通孔
２７   ねじ穴
２８   調整ねじ締結孔
２９   調整ねじ
１０１ 食器洗浄機
１０２ 扉
１０３ 洗浄槽
１０５ 操作パネル
１０６ 扉材
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